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平成２６年白老町議会産業厚生常任委員会会議録 

 

平成２６年 ８月 ４日（金曜日） 

開  会  午後 １時００分 

閉  会  午後 ２時３１分 

                                         

○会議に付した事件 

所管事務調査   

１．二次産業における既存企業と誘致企業の現状について 

                                        

○出席委員（７名） 

委 員 長 西 田  子 君      副委員長 広 地 紀 彰 君 

委  員 氏 家 裕 治 君      委  員 大 渕 紀 夫 君 

議  員 松 田 謙 吾 君      委  員 吉 谷 一 孝 君       

委  員 及 川   保 君      議  長 山 本 浩 平 君 

                                         

○欠席委員（なし） 

                                          

○説明のため出席した者の職氏名 

産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長    本 間   力 君 

産業経済課営業戦略観光グループ主幹    藤 澤 文 一 君 

産業経済課商工労働グル―ﾌﾟ主査     上 田 幹 博 君  

                                         

○職務のため出席した事務局職員 

     主 幹    本 間 弘 樹 君 

     書 記    葉 廣 照 美 君 
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◎開会の宣告 

○委員長（西田 君） 産業厚生常任委員会を開催いたします。 

（午後 １時００分）  

                                         

○委員長（西田 君） 本日の所管事務調査は二次産業における既存企業と誘致企業の

現状についてということで担当課から説明を受けたいと思います。本日出席していただい

た本間課長、藤澤主幹、上田主査それだけ自己紹介兼ねてよろしくお願いしたいと思いま

す。本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 産業経済課商工労働観光・

営業戦略担当させていただきます本間と申します。よろしくお願いいたします。 

○産業経済課営業戦略・観光グループ主幹（藤澤文一君） 産業経済課で私のほうは営業

戦略観光グループということで、主な業務とした企業誘致のほうと観光のほう担当させて

いただいております藤澤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○産業経済課商工労働グループ主査（上田幹博君） 産業経済課商工労働グループの上田

と申します。本日はよろしくお願いいたします。食材王国と商工業振興と担当させていた

だいております。よろしくお願いいたします。 

○委員長（西田 君） それでは、担当課から説明を受けたいと思います。本間営業戦

略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 本日用意させていただい

ています資料なのですが、所管事務調査の表紙がついています資料とそれから資料１とい

うことで配らせていただいておりますが新聞掲載記事。それと白老町産業振興計画策定業

務の業務計画書も合わせてつけさせていただいております。また当日配付させていただき

ましたが北海道３自治体共済ビジネスセミナーのパンフレットを本日お配りさせていただ

きます。それで二次産業における既存事業と誘致企業の現状ということで、まず先にそち

らを関連づけたものを説明させていただきまして後に産業振興計画のほう説明させていた

だきますのでよろしくお願いいたします。まず所管事務調査の表紙をつけさせていただい

ていますほうから説明させていただきます。１ページ目おめくりいただきたいと思います。

１の白老町の産業における現状と推移でございますが、事前配布している関係ございます

のでこちらの現状に関しましてはご省略させていただきまして、２番の二次産業における

就業者数の推移から進めさせていただきます。ご覧のとおり鉱業、建設業、製造業の分類

の中で昭和 30 年から 22 年の就業者数の推移を記載させていただいております。下の表に

つきましては折れ線グラフとなりますがこちらの区部に関しまして 5,000 単位で組ませて

いただきまして、どうしても全体人口を記載してある関係上折れ線グラフの流れがちょっ

と弱い見てくれになってしまっています。55 年ピークで 4,452 ありますが、実際平成 22
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年では 2,091 と。グラフの推移的には横ばいのように見えますが 5,000 単位ということも

ございまして半分以下に落ちているということをご承知いただきたいと思います。 

２ページ目、３の鉱業の現状と推移でございます。２ページ目をお開きいただきたいと思

います。こちらに関しましては昭和 45 年ごろをピークに減少にありますが、日鉄鉱業の各

鉱山それから南バライト鉱山が大きな閉鎖の要因となっています。それからまた白老町内

では 53 年から白老砂利事業協同組合がございましたが現在は解散されまして北海道砂利

工業組合日胆所という所属なっておりまして白老町内の会員数につきましては６事業所と

なっております。今現在はご承知だと思いますが白老町からは砂利、砂、石材といった出

荷量は増加傾向にございますが要因としましては羽田空港の滑走炉や震災の復興におる需

要増加が考えられているところでございます。中段の表につきましては平成 16 年から 25

年の骨材の推移を掲載させていただいております。 

４番目の建設業の現状と推移でございますが、３ページ目に建設協会の会員数それから

建築確認申請の推移またそのうちの新築住宅の確認申請の件数を載せさせていただいてお

ります。表にはないのですが平成元年の町内の新築確認申請件数は当時 305 件ございまし

たが平成 25 年においては 52 件という減少なっております。町史から確認したとこなので

すが白老町の建設協会が 38 年設立されましてピーク時は 45 事業所、町内に関しましては

30 事業所。平成 26 におきましては 21 事業所まで減少しているという状況でございます。

加えて東日本大震災において復興支援のため現在も原材料の高騰、人材不足というものが

新たに課題も発生している状況でございます。また最近の傾向としましては、キノコの生

産などの異業種の参入がご承知だと思いますが事業所もできておりまして、今後もこうい

った異業種参入の支援も必要であると考えてございます。 

続きまして、４ページ目お開きいただきたいと思います。５番の製造業の現状と推移で

ございます。こちら工業統計調査の数字を中段、下段の表をまとめさせていただいており

ます。平成２年の 1,142 億円をピークに現在平成 22 年では 619 億円まで落ち込んでいる現

状でございます。こちらもご承知だと思いますが大きな要因としましては、平成 16 年の大

昭和製紙の合併、それから平成 21 年の旭化成グループの撤退というところが大きな要因と

考えられております。それから６番目の工業団地への進出企業の状況でございます。 

５ページ目でございますが、こちらに工業団地それから石山特別工業団地地区の各企業

名のリストを掲載させていただいております。 

６ページ目をお開きいただきたいと思います。大企業への依存度が高かったという一方

で平成初期から工業団地造成に着手しております。こちらに関しましては工業団地 62 ヘク

タール。特別工業団地地区におきまして 11 ヘクタールの造成をしておりますが地方港湾の

背後地にも工業用地を整備しまして企業誘致活動を展開してきております。バブル期には

鉄鋼業や食品製造業などの企業の進出も相次ぎまして工業団地内には 29 社の立地、それか

ら約 600 人が雇用するまでの成果が得られておりますが、バブル崩壊後は企業進出が進ま
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ず現在においても未売却地を有しておりまして今後港の有効活用も視野に入れた企業誘致

活動が今後の課題となっております。本日こちらの部分でも先ほどお示ししました共済ビ

ジネスセミナーのちらしをつけておりますがこういった部分の今後の取り扱いについては

新たな取り組みとして栗山町、白老町、当別町の３町の自治体で共済ビジネスセミナーを

開催する予定になっています。こちら当初予算で計上させていただきますが北海道銀行さ

んの取り計らいによりまして食材と水を中心に今月の 28 日に会場、東京のほうでこういっ

た取り組みを行なわせていただいております。北海道の３町の特に事業環境の優位性、そ

れから北海道のポテンシャル、農業の六次産業による戦略だとかそういった部分を北海道

銀行さんの施行役員の方、担当の方でお話いただきまして、それから今回協賛いただいて

います日本食糧新聞の編集長から業界専門誌、編集誌が見る北海道ブランドという立地と

優位性を踏まえ各３町の町長がプレゼンを行うという予定でございます。現在のところ 100

社以上今申し込みがございまして定員としては 120 当たりをめどとしてやっておりますが

現在今そういったとこで進捗されている状況でございます。ちょっとずれましたが説明さ

せていただきました。 

７の今後の課題と対応についてでございます、６ページの中段からなりますが、雇用の

確保と求人、求職のミスマッチというとこですが平成 16 年から 24 年まで白老ワークステ

ーション設けさせていただきまして求職、求人の相談、職業紹介事業を実施してきており

ますがこの中で求人求職のミスマッチはなかなか解消されてございません。特に食品製造

業や水産工場など従業員パート従業員の二次産業と密接にあると運送業界、運転手の人材

不足が深刻ありまして加えて労働者の年齢の高齢化、弱者の町外流出などが大きな課題と

なっております。その要因としましては生計を立てられる収入減が得られる正規雇用の求

人が少ない一方で、短期間低賃金のパート労働者の求人が多くあることが考えられます。

各事業所の対策としては高齢労働者の雇用延長、近隣市からの雇用や送迎バスの運行、外

国人労働者の雇用など補っているのが現状というところであります。表に関しましては特

に今回の該当する生産工程の職業ということで建設、輸送、機械の運転の職業を上段に載

せております。求職者数の推移から見ますと求人が求められている部分が多いということ

で求人倍率も 1.08、2.08 といったような高い水準になっている状況でございます。７ペー

ジ目に関しましては年齢別の表を記載しております。（２）でございます。工業における今

後の課題でございます。工業につきましては、東日本の震災復興などに砂、砂利などの需

要が高まっておりますが今のところへ取引価格も上昇の一途をたどっているという現状で

ございます。今後としましては燃料高騰による輸送コストの経営圧迫が懸念されるほか砂、

砂利などにおいては無尽蔵にあるのではないというところから将来的に継続した物量が採

取できるか見通せない状況ではあることも考えられます。 

続きまして８ページ目でございます。（３）建設業における今後の課題でございます。こ

ちらに関しましては公共事業の減少が否めませんが、その中でも業を継続していくために



 5 

は技術者高齢化、若手技術者の養成が課題であると考えております。繰り返しになります

けども原材料が燃料高騰しておりますし全国的に入札が不調となるケースがふえておりま

す。こうした状況から全国的に建設業界も異業種産業の企業が多くなりますし、また最近

では道内でも植物工場事業への参入するケースが多くなってきております。本町でも繰り

返しなりますけども 23 年に共同企業協同組合白老きのこファームが設立されまして建設

業界数社も構成員と参加しているケースでございます。今後におきましては企業誘致によ

る工場立地に伴う受注機会の拡大、それから異業種参入の支援に努めていく考えでござい

ます。（４）の製造業における今後の課題でございます。北海道、こちらも繰り返しなりま

すけども食糧基地でとしての食品製造業が中心でございまして、うちのほうとしましても

製造業に大きな課題ということになりますとパート従業員の確保が重要であり原材料の高

騰からコスト削減、人件費抑制、それから正規雇用者のパート転換といった負のスパイラ

ルに陥っている状況でございます。こちらも国や北海道とさらには本町でも製造業に対す

る設備投資の優遇制度などを検討しまして常用雇用化や通年雇用化に向けた雇用助成の施

策を展開し各種事業者にも広くＰＲしていく考えでございます。（５）企業誘致における今

後の課題でございますが、こちらも先ほど繰り返しになりますけども未利用売却地の処分

や港活用の視野に入れた誘致活動が役急務として行っております。誘致活動のターゲット

といたしましては食品関連会社が中心となっておりますが最近では化粧品会社であったり

太陽光の誘致を決定しておりますが北海道や金融機関、建設業界といった関係機関から情

報収集に努めて常に経済動向、各種業界の動きを読み取りながら柔軟な対応をしていきた

いと考えております。特に最近の傾向としましては植物工場の立地の用地紹介やコールセ

ンター、それからバックオフィスなどの中古物件に対する問い合わせもふえてきておりま

す。これらにつきましては地元不動産会社の情報収集も踏まえながら工業団地以外のそう

いった民間事業者の不動産情報も押さえながら企業誘致活動に取り組んでいきたいと思っ

ております。以上、雑駁で申しわけありませんが、資料 1 に関しましては最近の新聞記事

を掲載したものの写しをご紹介させていただいております。一つ一つ読み上げませんがこ

のような道内的にやはり景況悪化であったり特に雇用の関係にしては厳しい状況であると

いうことが読み取れるかなと思っております。本町としましてもフィールド的にいろいろ

厳しいところがございますがいろいろ道内の動向、企業の方向性なりをきちんと状況把握

しながら企業誘致活動または２次産業の既存企業に支援をしていきたいと思っております

ので引き続きよろしくお願いします。以上でございます。 

○委員長（西田 君） ご苦労様でした。委員の皆さんからまずご質問ございませんで

しょうか。及川委員。 

○委員（及川 保君） 及川です。おおよその現在の状況わかりました。わかったのだけ

れども町長が変わられて前町長も就任早々から企業誘致。企業誘致は当然これは進めなけ

ればいけない事業だったのですけれども、大きな成果が得られないままきょうに至ってい
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るのですね、実は。途中希松だとかソーラー関係のそういう部分では目に見てはあるので

すけども、事例としてはあるのですけども、この企業誘致工業団地の今後の行く末も含め

て考えるとやっぱりしっかり確かに日本の経済状況悪いのだけど、状況好転してないのだ

けども、ただ一方では都市の状況はかなりよくなっているのですよね。地方が今非常に厳

しい条件があるのだけども何とかこの部分を打破していかないとずっとこれが 10 年 20 年

同じことをずっと繰り返していくような状況が見てしようがないのです。職員の皆さん頑

張っている状況は十分な理解しているのだけども、前の町長もよく言っていた何社かはあ

るよというような本会議の中でも述べているのだけども、こういった状況今どうなのです

か。その状況どうなのですか。その状況を聞きたいと思います。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 最近の状況でございます

けども、先ほど説明したとおりこの共済ビジネスセミナーを開催することも一つの今後の

目標としては重要視しております。ただバブル壊後の動向におきますとやはり当初から前

町長なりが我々前担当者も当たってきているところは非常に厳しい環境になって今も継続

して行っている企業さんもおりますが、見通しとしてはまだまだ厳しい状況であります。

ただこちらで今どこどこ企業ということは申し上げられませんが大きくは食品関連会社数

社、それからこれは自動車関連ということも苫小牧地区もありますし、そういった製造業

関係においても現在私も４月から担当させていただいていますが引き続いてそういった企

業訪問活動は行っております。ただ言えることはこれが来年早々とか将来的にという捉え

がなかなかその物差しが企業さん中でも我々としても導いていくような訪問営業活動は行

っていってはいるのですが難しい現状であります。そこをリピートしてことは重要であり

ますし、また新たに特に食を中心とした活動ということで今回はその 120 社どこまでこち

らの企業さんのデータとしていただけるかどうか、理にかなうところが 120 社と想定すれ

ば半分なのか半分以下なのか別にしましても、こういった部分をまたさらにリアクション

をかけていきたいという考えでおりますのでご理解いただきたいと思います。 

○委員長（西田 君） 及川委員。 

○委員（及川 保君） こういったその努力を何とか誘致に結びつけていけるように頑張

ってほしいのだけども一方で食品関係の企業というのはどうしてもパート主体ですよね。

今企業活動しているところもそうなのですけどもパート主体になっているということはど

うしても正規職員がなかなか白老にとどまるとなればそういった製造業というか、食品も

製造業なのだけども何とか正規職員を抱えれるような企業がほしい。でなければ将来の白

老町のまちづくりをしていくためにはそこが１番肝心なところなのかな。若者が要するに

残れないわけです。ここも何とか頭に入れて頑張ってほしいなと思うのだけど。そのあた

りの部分はどうか。○委員長（西田 子君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 及川委員おっしゃるとお
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りでございまして、１つの大きな企業さんを抱えています。当然その技術者、責任者レベ

というとこでいきますと人数のロットで想定しますとごく一部の人間、社員だけが正規社

員というような状況も見られがちですし、かつ今の食品製造会社の関連会社が工業団地内

にございますが、もう日々パート労働者の確保で困難している状況でございます。そこを

一つ一つ解決していかなきゃいけない部分でございますので、ここは家族構成とすればき

ちんとした世帯主が正規社員で務められるような地元のそういった声も生まなければいけ

ないですし、またそういった企業さんをどんどん誘致して労働状況をふやしていくような

ところも。このマッチングをいかに務めていられるかというのは究極の課題になってくる

と思います。企業誘致というところでの観点もそうなのですが今後は地元、地域の活性化

も捉えてきますと企業化を誘致していくという捉えも想定していかなければいけないのか

なと思っております。ただこれはまだまだ具体的ではないですけども、やはり若者を残す

ためにはそういった起こす起業の支援も必要なってくると思います。これは２次産業とい

う捉えではなく３次産業になってくるかもしれませんがそういったことも想定しながら今

後考えていけなくければならないかと思っております。以上です。 

○委員長（西田 君） 藤澤主幹。 

○産業経済課営業戦略・観光グループ主幹（藤澤文一君） 若干補足させていただきます

とそのパート従業員が多い業種のところでいうと中国からの労働者というのを雇用してい

る事業所さんも町内には何社かございます。今動きとしては中国のほうも所得がどんどん

上がってきておりまして要するにその日本に来て働くうまみといいますか、メリットがそ

んなになくなってきているのです。それで中国から働きに来ている方がどんどん帰りだし

ているといったような現象も起きております。よくいろんな企業さんの社長さんなり社員

の方とお話しする中では今後そういった動きがあるものですから、例えば高卒の新卒に切

りかえていこうかというような考えもちょっと動きとしてはございますので、そういった

ところに地元の高校生が地元で就職できるような状況になっていけるといいなというふう

に考えております。それともう一つは東北の大震災以降リスク分散を考える企業も出てき

て加えて外国のほうの賃金、人件費も上がってきているものですから、やはり北海道にタ

ーゲットにということで着目して北海道に進出しようかなっていうふうな動きもちらちら

見えてはきておりますので、ましてや私どもも成果としてはなかなか見えてはいませんけ

れども具体的に交渉に入っているような企業も数社ございますので今後の動きとしてはち

ょっと期待して見守っていただきたいなというふうには思っておりますけれども。 

○委員長（西田 君） ほかの委員さんは何かございませんか。なければ私のほうから。

資料がちょっと欲しいなと思って聞いていたのです。まずいただいた資料の中の３ページ

の先ほどちょっと説明しましたけども町内の新築件数っていうか、平成元年が 305 件。こ

れ新築住宅確認申請件数ってこっちのほうに３つの表の中で１番下のやつでいいですか。

その辺がちょっとわかんないのでもうちょっとその辺の資料詳しくデータとしてつくって
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いるものがあったらつくっていただいても後からで結構ですのでほしいなと思います。難

しいですか。１つ目です。２つ目が運送業のやつがないのです。ここでは運送業が結構人

手不足でどうのこうのと書いているのですけどそれの資料というかグラフみたいなものは

ないのですよね、それが一つほしいなというのが２点目です。それから３点目が石山工業

団地の推移なのですけども、これでいったら６ページのところで石山工業団でバブル期が

どうのこうのと書いて現在工業団地内では 29 社が立地、現在約 600 名というふうに理解を

しているでしょうか。そうしましたら工業団地できてから今までのグラフ、推移それ欲し

いなと思うのですけど以上３ついかがでしょうか。本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） まず平成元年の町内新築

確認申請件数の 305 件、ちょうど２ページ目で文書の中でお示ししている部分でございま

すが、こちらに関しましては３ページの真ん中の表の町内確認申請の平成 16 年で 100 件、

それから平成 25 年で 52 件に付随する平成元年の 305 件でございます。それで、すいませ

んちょっと過去のかなりちょっと古い資料なものですから担当課と確認させていただきま

して後日資料が出せるようでございましたらお示ししたいと思います。それから運送業に

関しましては第２次産業の分類上工業それから建設業、製造業というくくりで運送業が３

次産業の分類になるものですから、ということで資料としてはこの掲載にはさせておりま

せん。ちょっと運送業の数字でございますが６ページに輸送機械運転の職業ということで

ちょっと求人数それから求職者数の数値的な部分は過去の経過としては押さえることは可

能なのですが、実態として実数という部分が運送業中でも例えば白老貨物輸送、通称白貨

協とかの会員数の経過を押さえるということであれば可能かなと思います。そういう意味

でちょっとこちらも後日可能な範囲でお示ししたいと思います。特に運送業に関しまして

は先ほどちょっと人材不足ということを申し上げましたが補足としまして中型免許が平成

19年だったと思いますけども導入されたことで高校卒業した後普通免許を取得してから２

年という、20 歳以上に中型免許を取らなければいけないというところもあって、そういっ

た高卒をそのまま社員としてつかう場合にはそういった運転免許の取得に際にも若干です

が影響出ているというようなお話も聞いています。ちょっと補足説明させていただきます。

それから工業団地のほうが、これ私どもで工業団地のほうを独自で聞き取りをした経過あ

りまして過去の推移がちょっと直近でしかお示しできていない状況でございます。こちら

もちょっと補足を藤澤のほうから。 

○委員長（西田 君） 藤澤主幹。 

○産業経済課営業戦略・観光グループ主幹（藤澤文一君） 工業団地造成してからの立地

した会社の数等は掌握できるかなというふうに思いますけれども、ちょっと従業員数につ

いては毎年聞き取り調査という形では行ってないのでちょっと中飛びになってしまうかも

しれませんが可能な範囲で資料のほうはおつくりしたいなというふうに思います。 

○委員長（西田 君） そうしましたら最後のこの工業団地のやつは製造出荷額がわか
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る段階で飛び飛びでも結構ですから推移がわかればありがたいかなと思います。藤澤主幹。 

○産業経済課営業戦略・観光グループ主幹（藤澤文一君） 製造出荷額という部分でいく

と全てが製造業でないということとそれともう１つは工業団地の中だけでちょっとピック

アップして数字を出すとなると例えばその業種がちょっと数が少ないものですからここの

企業がこれだけの出荷額だよっていうことがちょっと読み取れやすくなってしまうという

ところもちょっとあるものですから、４ページに全体的な製造出荷額、ここにもちろん溶

け込んでいるのですけれどもそのうち工業団地これだけというふうになってしまうとちょ

っと業者が特定されやすいという部分も出てくるものですから、それとちょっとそこまで

さかのぼった調査表があるかどうかっていうのも統計的に。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 今担当が話ししたとおり

なのです。工業団地の特定でいきますと数が絞れてしまってその企業という特定になる影

響もございますことと、それからの出荷量に関しまして４ページで記載しております町内

の事業所数の中での出荷額ということでの捉えでご承知おきいただきたいと思います。工

業団地内に関しましては後日ちょっと精査をいたしまして公表させていただくことが問題

ないかどうか、こういった部分も確認いたしまして可能な範囲数字等お示ししたいと思い

ますのでご了承いただきたいと思います。 

○委員長（西田 君） 全然それで構いません。できるだけ細かいところの数字まで押

さえられたら今回の調査いいかなと思っていますのでご協力よろしくお願いします。ほか

の委員さんはありませんかご質問。なければ次のところでお願いしたいと思います。本間

営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 白老町産業振興計画の策

定事業ということで別資料用意させていただきました。こちらのほうの説明をさせていた

だきます。まず今年度でこの産業振興計画の予算をつけさせいただきましたが、当初予算

の説明中で大変申しわけございません、予算審議上でのしかお示ししなかったことでござ

いますので改めまして業務の目的等からお話させていただきまして進捗状況という形にな

りますがご報告させていただきます。まず業務の目的でございますが、こちらにつきまし

てはご承知のとおり 2020 年のこちら国立博物館開設に向けた約５年ちょっとの中での活

性化対策が中心になる取り組みでございます。本業務の内容に関しましては食材王国、食

を中心とした取り組を初め関連する商業観光振興策を総合的にかつ計画的に実践するため

に、仕組みづくりとしましては滞留滞在機能の強化、それから六次産業化、それから商業

商店街、商業施設への来訪者の誘導の受け入れ大きく３つの観点を柱として現状課題を踏

まえた上で実効性を伴う基本政策、リーディングプロジェクトを立案する目的とさせてい

ただいております。２番目の業務内容でございます。こちらは１番目、地域状況把握とい

うことでございますが（１）の社会経済環境等の調査、それから（２）でございます、ポ
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ロト地区の整備に係る現況調査。大きく２つを基礎調査をもとにこれらの項目立てで調査

をかけていきたいと。特にポロト地区の整備に係る現況調査でございますが１ページ目の

下段に書かれておりますポロト地区整備による効果の想定。来訪者数、来訪者ニーズ等、

特に来訪者数、今現在観光入り込み調査の中で博物館では 17 万人 25 年度で推移しており

ますが、これらが当然滞留・滞在機能の強化することでどれだけの効果測定見込めるかど

うかというものも大きな捉えとして見通しとして考えております。こういった部分の基礎、

調査をもとに次のページになりますが（３）２ページ目なります地域活性化における課題

を整理していきたいと考えております。２番目としまして地域活性化の目標及び基本方針

の設定でございます。（１）将来目標の設定、それから（２）の想定する基本方針となる項

目ということでございますがやはりこの課題を注視した中で（２）で記載してます滞留・

滞在機能の強化、それから六次産業化、それから商店街・商業施設への来訪者の誘導と受

け入れ方策というものを将来目標の設定として大きく掲げて３番目の地域活力方策の立案、

こちらも同じように滞留・滞在機能の強化も観点としては３つ上げさせていただいていま

すがその立案を行って４番のリーディングプロジェクトの立案という流れで考えておりま

す。特にリーディングプロジェクトの立案に関しましては特産品開発であったり六次産業

化の拠点整備、それから街中観光拠点から大町マルシェ整備等々これはあくまで観点でご

ざいますがそういった捉えの中でリーディング的なプロジェクトとしてなり得る部分を生

み出していきたいと、宿泊機能の強化も含めてでございます。３ページ目でございますが

実現方策の検討ということでこちらの推進体制、財源等可能な範囲で明らかにしながら実

際の目標にかかわる目標となり得る、これらの目標というものは 2020 年に向けた活性化と

いう大きな目標中で導けるようなプロジェクトを実行していく手段として考えていきたい

というふうに捉えております。 

○委員長（西田 君） リーディングプロジェクト、正しい日本語は何というのですか。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 目標に導くような取り組

み、 

プロジェクトという意味。実行計画に近い考え方でいいと思います。よろしいでしょうか。 

○委員長（西田 君） 後ほど正しい説明をください。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） ４ページ目最後でござい

ます。実施スケジュールでございます。現在８月でございますが、事例調査等を引き続い

て行っております。目標基本方針の設定、それから地域力活用方策の立案ということで９

月から 10 月に向けて４番目のリーディングプロジェクトでございますが 10 月以降に年内

に固めたいというところで考えております。そういう中で 12 月以降なりますが実現方策の

検討ということで報告書のまとめを年明けと思っております。このタイミングでございま

すのでまだ調査段階とそれぞれの課題抽出が今現状やっている作業でございましておおむ

ね方策の立案に向けては 10 月ごろをめどとして考えておりますので可能でありましたら
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ある程度一定の取りまとめの上再度委員会のほうにお諮りしてご議論させていただきたい

と考えておりますのでまずもって今の段階でお示しできるのがこのような業務計画という

ことでご承知おきいただきたいと思います。以上でございます。 

○委員長（西田 君） 委員の皆さんからこの件につきましてはご質問ございませんか。

氏家委員。 

○委員（氏家裕治君） 氏家です。多分この 2020 年の目標に向かっていろいろな整備をし

ていく中で全てが大事なことだと思うのだけども、滞留人口ふやすためには宿泊施設等々

の問題ありますよね。既存する宿泊施設を大いに使っていただける部分ではそれはすごく

理にかなったことだと思うし現在休止中の宿泊施設なんかもそれに向けて開発というか生

かしていければ１番いいことなのだけども、一番大きな問題は日本国内の交流人口がふえ

るわけではなくて海外から来る交流人口がふえるということは、僕はやはり１番大きな点

だと思うのです。そのためにこれからの計画だから各宿泊施設、うちの委員にも宿泊施設

を経営している方がいらっしゃるけども、各宿泊施設で海外からの交流人口に光を当てる

職員だとか、そういった方々に育成なんかは確かに博物館の部分では今取り組んでいる部

分があるかもしれないけども、各施設がそういった人材の育成、また雇用について今から

そういったものを考えていかなければいけない、もうそういうときに来ているような気が

するのだけれどもそういったと話し合い、協議の場というかそういったものはもう進めら

れているのかどうか、そこだけ確認させていただきたい。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） こちらのほうに関しまし

ては私どものセクション、産業経済課でまずもってこの今回は商業、観光を中心の産業振

興計画でございましてこの中で一つ一つ導いていきたいと思っております。もう１つの捉

えとしましては白老町活性化推進会議。これは４部会がそれぞれ現在動いております。そ

れぞれの視点で今の氏家委員おっしゃる宿泊機能の強化、そういった部分も議論されてお

ります。またそれらの情報交換としては庁舎内部検討委員会というものがございまして副

町長を以下で担当課長で組織されている部分、または我々のセクションでまたフィードバ

ックして観光協会商工会日々そういった意見交換または今のインバウンドの受け入れに関

しましては特に経営重要な部分でございますのでまとまった組織のきちっとしたテーマと

してっていうところまではいってないにしろ議論としては今後のやっぱり海外の受け入れ、

特に東南アジアは今 200％以上の伸びがございますので全世界を極力ターゲットとしなが

ら国際ホテルという位置づけもございますしそれらの機能を新規で起こす部分、または今

既存で閉鎖しているホテルなどを再稼働できるような取り組みとして日々動いている現状

でございます。今から動いていかなければ 2020 年という時期にオープンということには当

然遅いですしまた建設等の関係者の方々の動きからすればもう来年再来年からそういった

動きをとっていかなければ比較的遅いということで押さえております。どこまでできるか
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現状では何とも言えませんがそういったそれぞれの機能強化という部分では日々動いてい

るという状況でございます。 

○委員長（西田 君） 氏家委員。 

○委員（氏家裕治君） 氏家です。最近の海外からの動向を見るとインドネシアとかいろ

んなところから登別あたりに入ってきているのです。例えば英語や何か多国籍の言葉がす

ごく往来している、英語だけじゃないです。今までは英語ある程度覚えておけばある程度

の会話は通じるのだけどもそうじゃなくなってきている。最近はそういったものを全て網

羅しようとするすごい負担になってくるではないですか、宿泊施設や何かでも。最近見て

いると日本語わからない英語もわからない自国語しかわからない人たちがアイフォンなん

かを持って歩いているのです。言語通訳みたいのがついている。僕はつかわないからわか

らないのだけども。今開いてみると相当数の国の言葉が解釈されるような、ああいったも

のを上手く今からちゃんと教育というか知識として学んでいくということは大事なのでは

ないかなと。もう無理やり言葉覚えようなんて思たってもう遅いと思うのです。もっと有

効かつ実用的にコミュニケーションのとれるやり方をやはりそれ宿泊施設側で考えなさい

といったってそれは僕は難しいと思います。ある程度導入部分についてはもしかしたら町

の支援も必要かもしれないしそういったところの流れだけは早急にやっぱり計画の中に盛

り込んで 1 日も早く実行していかなければいけない気がしてならいない。その辺だけは今

後この計画の中に則っていくのだと思うのだけどもしっかり各施設さんと連携しながら動

いて行ってもらいたいなと思うのです。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 今の件に関しましては既

に昨年度から北海道運輸局のほうで多言語マニュアルというものをもうマニュアル化して

おりまして１つにそれぞれ各国語言語を全て網羅するということはやはりそれぞれ自治体

では不可能でございますので、まず一定の英語という部分を基本としましてかつ数値で表

すものであったりサイン、そういった観光案内所から各観光施設に導くためのそういった

マニュアル化がされております。それらをうまく有効活用することがまず前提になってき

ますしそれぞれ受け入れる部分については主要なターゲットの言語が必要な部分はそれで

事業所のほうでも用意すると。まず基本そういったマニュアルの中でできるところから取

り組んでいってそれぞれ一つ一つ課題が出てきたとこはどうまた応用していくかというこ

とが今後の課題なってきています。特に白老牛取り扱うのれん会のほうでは海外の方が非

常に多くなってきている事実です。それらが景気でこの前勉強会もことしの３月に行って

おりますのでこれは継続していきたいと考えますので、当然のことながらこの計画上の調

査の中でもこういった機能としては必要性を掲げていきたいと思っております。それから

先ほどのリーディングプロジェクトの意味合いでございますが、事業全体を進める上で核

となり先導的な役割を果たすプロジェクトというものが直訳になります。先に導くと。言
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葉足らずですけども解釈では事業全体を進める上で核となり先導的な役割を果たすプロジ

ェクトという直訳になりますので。以上でございます。 

○委員長（西田 君）大渕委員。 

○委員（大渕紀夫君） こういう取り組みがいろいろあるのだけれども僕はやっぱりベー

スがきちっとしているのかどうかというあたりが非常に心配なのです。何かはやりのはん

てん着るようにどんどんどんどんと外国語使って取り組んで、おたくに関係ないけど例え

ばふるさと納税なんかことしはやると言ってるけど上士幌町２億ですよ。全部そうなって

いるのです、白老の取り組みは何を見ても。それで僕が言いたいのはやっぱりベースがき

ちっとしているかどうか。例えば帯広の中小企業振興条例、きちっと学んで本当にここで

１番最初に言っている状況の把握、どのくらいきちっと把握して単なる上滑りなことじゃ

なくてやっぱりやるのだったら何年間もかけてきちっとできるようなことをやらなければ

だめなのですよ。何でもはやりのはんてん着るような格好で僕は取り組みというのはもう

自治体としてはそういうことやっても成功しないのではないかと思うぐらいです、はっき

り言えば。そこら辺が本当に産業経済課でそういう基本条例なり何なりをきちっと学びベ

ース、本当にあそこで言っているのは金融業を初め１次から３次までがきっちり本当に話

をして何百回という会議を重ねてつくり上げてきているのです。それをどこかがちょっと

集まってちょっと話してうまくいくなんていう状況だったらみんなやるのです。企業誘致

もそうなのですよ。僕はやはり原点にそういうことでは帰る必要があるのではないかなと。

聞いていると言葉で全部ごまかされて訳がわからなくなってしまう。僕はそういう取り組

みは例えば今まで取り組んできた中身の中にそういうものを上げれば結構あります。理論

構築がきちっとされてなくてやっているもの。僕はそういうことをベースを何で考えて、

例えばこういう帯広なんかというのは何年間もかけてやっている。１年２年の話ではない

のです。それだって住田だとか八尾だとかいろんな全国のそういうものを学んでやってい

るわけでしょう、そこは。僕はやっぱりそういうことのそのべースって一体何なのかとい

うあたりがきっちり議論されているのかどうかあたりちょっと聞かせてほしいなと。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 大渕委員おっしゃるとお

り総合計画から個別計画がきちっと位置づけられて動いてきたのは事実なのですが、この

確か 10 年前に満たないかもしれないのですが個別計画自体が一定の見直しがかかって現

在観光振興計画含めてもその時点で計画自体が途絶えているのが現状でございます。今回、

この私どもセクションでこの計画をつくらなければいけなくなったという部分の１番の課

題として挙げたのはやはりペースをきちんとまずつくり上げてそれぞれ過去をいろんな取

り組みはしています、確かに。ただこれがきちっとした 2020 年までこのベースをつくりな

がら一つ一つ手法をリーディングプロジェクトとして導いていけるような取り組みにして

いくために今回調査事業として組み立てた状況でございます。なかなか深みのある議論と



 14 

いうところが本町の中でも言われてございますが産業経済課としましては現在コンサルと

も契約後でございますけども月２回打ち合わせを入れながら地域の調査、それから資料収

集等行ってきております。まだまだ具体的にお示しする部分今調査事業の最中でございま

すので今後一定のまとまりの中できちんとお示ししてご理解いただくような形で進めたい

と思っております。ちょっと答えにはなってないのですが。 

○委員長（西田 君） 大渕委員。 

○委員（大渕紀夫君） 要するに観光というでしょう。現実的にどこでしかたか会社から

２年間くらい来ていたでしょう、人が。ＪＴＢ。あれの総括含めてどういう総括をしてい

るのか。あれが成功したのか失敗したのか、あれから何を学びどう白老町の観光政策が変

わったのかと。そういうことをきちっと精査されないで何か次から次へと本当に何か食い

ついてやるようなことばかりのような気がしてしょうがないのです、僕は。そこが地に足

がついてないというかそれで成功したのか、失敗したのかもわからない。例えばハンバー

ガーだってすごかった。でも今なにもない。一体何なのかというふうになるでしょう。や

っぱりそういうものはきちっと総括をして整理をきちっとしてそこから何を学ぶかという

こときちっと出してそれを発展させるというふうにしないと僕はいくら新しいことやった

って同じだと思うのです。だからベースがきちっとしいていないとだめだと、考え方がき

ちっとしたのがつくられていないとそうなるのだと。だから帯広の中小企業振興条例とい

うのは、僕はこれ何度も何度も読んで前商工会の会長もわざわざ視察に行ってやっている

けども、それだけの価値あるものだと思っています。そういうベースをきちっとしないで

やったって成功しないと思うのです。だからそこら辺ＪＴＢに金かけてこっちから相談し

て向こうからもして来てもらってそれがどれだけ白老町にとって成果としてあったのかと

言われたときに、きちっと総括してそこから何を学び出して導き出しているのと。僕はそ

ういうことは今度きちっとやっぱりやらないとだめだと思います。ＪＴＢの総活はやって

いるのですか、実際には。あなたの担当ではなかったかもしれないけども。だからそうい

うものはないと僕はただやったってだめだと思うけども。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 申し訳ありません。ＪＴ

Ｂの事業に関しましては大きくはまず誘客営業宣伝活動に関しましてはさまざまなノウハ

ウをいただいたという私ども認識しております。それによって日々営業活動の幅が広がり

この間の今 17 万人という博物館の推移だけでもこれが当時このＪＴＢの取り組みなけれ

ばもっと地域中では観光客が減っていたかもしれないと。これはたらればの話かもしれな

いですが、今ちょっと手元に数字や機能的な部分一つ一つお示しできるちょっと資料持っ

ていないのですが大きくはその誘客活動における部分、それから今後の基盤整備としての

着地型観光ということが言われていますけども、そういったおもてなしの機能の部分に関

しては当時ＪＴＢとしていろいろノウハウをもらったという認識はあります。いずれにし
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ましてもそれらの部分を踏まえてきちっと別ベースづくりはしたいと思っていますし、決

して新しいことを全てやるという取り組みではございません。今までやってきた過去の取

り組みの検証を行いながら取り組んでいくということがベースになってくると思います。

例えばですけどもバーガーベーグル今出ましたけども、バーガーベーグルというのはやは

り消費体制を１つには伸ばして食べ歩きしてもらう機能でございますので、それらが町内

でそういったＢ級グルメだとかをもっともっといいものの素材をきちっと周遊できるよう

なステージに上げていくっていうこともっともっと検査しながら取り組んでいくというこ

とで消費滞在機能の強化というふうにつながってくると思います。決して新しくまた何か

特産品をつくるということではなく白老町にある潜在的なものを生かしてそういった分部

分につなげていくっていうことが本来のベースづくりなっていくのかなというとこで捉え

ておりますので、またいずれにしましてもきちっと今までの過去の取り組み、必要な部分

で検証報告さしていただきたいと思いますので一定のご理解いただきたいと思います。先

ほどちょっとふるさと納税の話出ましたけどもふるさと納税も私の所管でございます。ち

ょっと今遅れているのも事実なのですが今月、来月中にはスタート切りたいというとこで

考えておりますので改めてまたご報告させていただきたいと思います。以上です。 

○委員長（西田 君） よろしいですか、ほかの委員さんは。 

○委員（松田謙吾君） こういうものを見ても白老といったらたらこか和牛ですよね。先

般大雨が降ったときに小沼にコイがものすごくあふれている。上に上がってきている。小

沼というのはポロト湖もそうなのだけど元から漁業権があってずっと昔はコイ料理のあれ

もあったと聞いている。それからポロトの漁業権で尾崎さんという方がコイ取りをしてあ

そこで冬に氷が破れて親子で亡くなった。これもコイの歴史なのです。ですから目を向け

るのはそんなところにも目を向けなければだめなのです。私は話で見てはいません、話だ

けでもコイが溢れて草わらにどんどん出てきた、上がって。元々白老にはコイというもの

は料理屋もあったし漁業の資金源にもしていたのです。やって。尾崎さんがもちろん漁業

権を持ってやって。ああいいものを利用するとかもう少し新たな目を向けなければだめだ

と開発をして、この観光にしても。ですから先般ポロト温泉を建て直したらどうだってい

う案は私と前田さんと西田さんと相談した案なのです。それくらいやらなかったらやっぱ

りまち起こしというのはできないのだよと。なぜこのいつまでたってもたらこと牛肉だけ

言っていたってだめなのです。だからそういう資源もあることをやっぱり忘れてはだめな

のですよ。わかっていますか、鯉の話。元々コイ料理あったのですよ、小沼で。ですから

あふれているのです、誰も取らないから。そういうのだって今新たな観光資源するのだっ

たら、例えば何年か前に白老の食材資源の開発、江別か何処かの工場に頼みましたよね。

480 万円か 500 万円かけて。飴谷時代です。あの話だってどうなったのですか。話もない

でしょう今。だからもう少しで新たなやはり発想を考えなければだめなのです。こういう

大事な委員会をなめてかからないで。こういうときにこそ責任あるまちの理事者が来てそ
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して一緒に考えるべきなのですよ。本間君がだめだいっているのではありません。それほ

ど重要なのですよ、こういうものは。ただあなた達が来てやったって理事者とか奥のもの

の考え方が何も見えてこないのです、上辺だけ言っていて。ですから私はコイなんか 1 つ

の地域産業になると思っている。ものすごい量なのです。この間も上がってすごかったと

いうからあの草むらにふえてふえて。あのコイなんかは１匹何千円ですよ、刺身にしたら。

そういうことだってやはり考えるべきです、温泉も含めて。余分なことかもしれないけれ

ど。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 貴重なご意見ありがとう

ございます。コイの話はすいません詳しくはちょっと押さえていなかったものですから今

後確認、調査いたしまして可能な範囲そういった特産品といいますかそういった消費拡大

可能であれば取り組みを検討していきたいと思います。いずれにしましても牛肉、たらこ

以外にもいろんな産物押さえています。最近できました前からあるキャビアなんかもチョ

ウザメの身の活用というのもやはり生産者のほうからもいろんな部分で宿題いただいてい

るのですが、なかなかちょっとやっぱり実現しづらいというところなのが、そういった部

分今取引のほうももうちょっと商品加工をどうするかというところ、こういった分の外部

の専門的なシェフであったりそういった部分とまたコラボして、決して牛肉、たらこだけ

ではなくそれ以外のものも目線としては見つけていきたいと思います。昔はちょっとウナ

ギの養殖であったり虎杖浜でテラピアの養殖やれていた方もいらっしゃった部分、その生

けすがそのままの状態になっている部分もあったりまだまだこれは実現するっていうこと

がなかなかやはり企業として実践する方がやっぱり育てなければとか役所が全てできると

ころではないものですからそういったところも地域の方といろいろこう状況見ながら取り

組んでいきたいと思っておりますのでご理解いただきたいと思います。以上です。 

○委員長（西田 君） 松田委員。 

○委員（松田謙吾君） ついでだからもう１つ言っていくけども、役場にやれと言ってい

るのではないのです。役場はそういうノウハウを集めてバイオマスとか港ばかりに投資し

ないでそういうお金をそういうところに投資すれというのです、６次産業なら６次産業で

も。何も金を投資しないでできるわけがないのです。そっちが先にもの考えてからもの話

さないと夢ばかり追ったってだめなのです、現実味がなかったら、私言っているのは。で

すから、こんなところで港の話言うのは変だけれども、あんなところ、今の状況見ればあ

んなところです。あれだけ投資したら六次産業も三次産業もどれだけ開発できた、言葉だ

けではなく。ですから目の向け方が違うのです。だから目を向けるのであったらそういう

ところに目を投資しなかったらだめなのです。口だけではだめだよ、何ぼやったって。 

○委員長（西田 君） 藤澤主幹。 

○産業経済課営業戦略・観光グループ主幹（藤澤文一君） 今松田委員からお話あったと
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おりその投資の部分でいうと我々もよく企業さんからあるいはこれから新たに何か始めよ

うかっていう方からよくご相談のほうはよく受けるのですけれども、例えば設備投資に対

して何かいい補助メニューはないですかですとか、あるいは事業拡張するに当たって雇用

もふやしたいのだけれども何か助成金はないですかというようないろんなご相談がきます。

我々もそのご相談の内容に応じた例えば国の支援の補助金であったり北海道の補助金であ

ったり。例えば特産品の開発ですとか今お話あったような会社を立ち上げる際にどういっ

た補助メニューがあるかっていうのは我々は常日ごろから柔軟にご相談に応じてはいるつ

もりでございますので今後ともよろしくお願いいたしたいと思います。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 今回予算に関しましては

私どもも最大限課としては必要な部分は承知しております。財源確保は、これは地元の単

独費も含めてなんですが国、道いろんなとこの調査事業も含めていろいろ費用はもっとも

っとリサーチして地元事業者に先ほど藤沢が言ったとおりターゲットできるものは獲得し

ていきたいという取り組みでおります。まちとしては、私としては出していきたいところ

なのですがこれはあくまで今後の財政状況というところもありますのでそういった部分で

まだまだまちとしてきちっとお示しいできる部分ございませんがあとは先ほど松田委員は

お話ししたとおりきちっと責任ある説明者ということもありますのでここもきちっと上に

も伝えて取り組んできたいと思いますのでご理解いただきたいと思います。以上です。 

○委員長（西田 君） 広地副委員長。 

○副委員長（広地紀彰君） まずはご苦労様でした。今回六次産業の実態についてという

ことで所管とらせていただいたのですが関連したという形で今回の産業振興計画について

も資料を出していただいたということで誠実な対応にまず感謝をしたいと思います。それ

でこの産業振興計画が実りあるものになるためには当然そのリーディングプロジェクトが

主導的な立場を果たしていくだろうということでつくり方、その他の点について若干の質

問させていただきたいと思います。まず今回そのリーディングプロジェクトの２ページ目

ですか、立案というふうにかかわって４点の観点を踏まえてつくられていくという姿勢を

示されていますが、この特産品開発から宿泊機能強化の４点について、これの担い手とし

ては、課としてはどのようなことを想定しているのですか。例えば既存のところに対して

そういういろいろな形の援助していきながら発展させていくという、それも新規のほうに

委ねていくのかというふうにといて。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） こちらの各１から４に関

しましてそれぞれまだまだ観点としての置きかえる部分がどこをリーディングとして導い

ていくかというところは非常に白老町全体を考えますとまだまだはこの時点でどこを捉え

るかっていうのが今の段階では言えないというところが正直なところです。これはあくま
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でそれぞれの特産品、市は別にしましても２から４というのは拠点整備というものは拠点

としてなり得る場所という候補というのはこれ無作為にということがないのですけども、

一定のやっぱり拠点というもの最低何カ所かとかそういった組み立てがおそらく今我々の

議論中でも出ているのですが絞っていかなければいけないかなと。大町マルシェ整備とい

うところで３番はまち中観光拠点というところは捉えとしては中心市街地というところで

ございますが、ここも契約して東町、大町という捉えもありますし、またこれが駅裏の今

後の方向性もまだまだこの時点ではこれだというものは言えませんけども、そういったま

だまだその拠点として組み立てる部分の候補地というのがあります。そういう中での宿泊

機能強化というのも付随してきますのでまだまだちょっとお示しできるレベルではないの

ですが、最大限今年度の中でターゲットをきちっと当て込みしながら今後ご報告させてい

ただきたいと思います。 

○委員長（西田 君） 広地副委員長。 

○副委員長（広地紀彰君） 広地です。なぜ聞くかということなのですよね。このプロジ

ェクトが実りあるものになってほしいということなのですけども、当然これ整備というと

ころにかかわっていても特産品開発は当然既存重視されていくということで理解していま

すけど、例えばその六次産業の拠点整備、街中の観光拠点、宿泊客の強化、例えばここに

かかわって新規の事業に委ねていくというふうになった場合、例えばですけど心配なのは

競合の可能性なのですよ。競合と要はあつれきを生まないかという意見なのです。例えば

道の駅というわかりやすく具体的に示されていますけども、これ１つだってどこにするか

だけでも、たった１つの観点からいっても相当な議論に及ぶと思うのですよね。当然どこ

にしておそらく出ると思います。全部まち中の観光拠点もまち側の思惑と鉄北、駅の北側

のほうの振興の仕方というのも当然さまざまな考え方熱心に持っていますので当然宿泊に

ついても。だからこういった部分どのような、今はまだ示される段階ではないというのは

理解しました。ただ、これがもう年度末、年度内にはまとまるという方向ですのでそのあ

たり競合やあつれきに対してどれだけの配慮示せるかということが逆に町内経済活性化の

観点から大事だと思うのです。そのあたりについてまずいかがでしょうか。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） １番重要な部分の１つだ

と思います。道の駅という１つのこれは手段、手法でもありまして拠点整備という部分は

先ほども１カ所と言っていないのがそこもあります。あくまで道の駅という仕切りとして

必要な部分は必要なのですが、最終的に共存共栄をどこまで組み立てられるかというのは

今後の課題です。これは１つに 36 号線という通りだけでいきますとコンビニなんかもそう

いう部分での拠点としてなり得ている部分がございますので、どこまでそれを考慮しなが

ら拠点をつくっていくか。これは道の駅を２つつくるということにはならないと思います

けども、やはり六次産業化という部分でのいわゆるファーマーズマーケット的な拠点であ
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ったり、道の駅っていうその仕切りは１つなのかもしれないのですがそれらのやっぱりエ

リアのゾーニングというものも最大限お示しはしていきたいと思います。ここはこれ白老

町の象徴空間に係る活性化推進会議も１つにはここの国立博物館ができる中心エリアが基

本なのですが、同様にこういった今機能としても並行して検討しております。少なからず

ここを連動しながら私ども担当課として商業、観光を中心とした基本プランをきちっとお

示ししていきたいというとこですのでまだまだちょっと時間がかかるとこですし年度内に

どこまで示せるかっていうところの勝負だと思っていますので１つご理解いただきたいと

思います。 

○委員長（西田 君） 広地副委員長。 

○副委員長（広地紀彰君） 今の件については、今後示されるという部分に期待申し上げ

てまず理解させていただきたいと思いますが、あとこの計画の作り方なのですよね。産業

観光振興計画が以前あったというふうに認識していて、これについてはかなり具体的な数

値の目標も掲げて、実際にまず例えばその観光協会さんとの協働によって例えばどういう

プランをつくってそこに何人来たか、経済効果が何万円あったかということも表記されて

いました。このようにせっかくこのリーディングプロジェクトをつくるのであれば検証で

きる形にしてほしいのですよ。ではどういう計画というとやっぱり数字が大事なのです。

その数字でどういう目標、目標を達成しているとかしていないからとか責任追及とかとい

う話ではないのですよ。その何が例えば力が足りなかったそれを検証できる体制としてき

ちっと数字の目標を立ててそれに対して具体的な手段を踏まえてさらに実績の報告と裏打

ちして、検証ができる形にリーディングプロジェクトになるべきだと考えますがいかがで

すか。 

○委員長（西田 君） 本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） 広地副委員長おっしゃる

とおりでございます。既に観光入り込み調査という形で数字は大きなくくりでそれぞれ宿

泊施設なり自然環境なり飲食店の状況というものは毎年お示しさせていただいていますが、

もう少しその数字の客観的に捉えながら目標設定することこれからすごく重要になってき

ます。特に先ほども出ていましたがインバウンド、海外からの訪日旅行者というところも

非常に大きな部分ございます。ただ、今残念ながらアイヌ民族博物館しか外国人のカウン

トが取れてない現状もございます。それらは各事業所さん、観光施設等の協力ももっとも

っと高めなければいけないとこなのですが、そういった部分の物差しをもっともっと強化

していかなければいけないという、こういう部分も想定しながら計画づくりしていきたい

と思っていますので、ご理解いただきます。 

○委員長（西田 君） 今まで委員の中から出た話では、今までこのような計画をつく

ってこなかったけれども今回やって作ることになったことに対しては非常に評価していま

すよという委員皆さんの共通した考え方かなと思っています。反対にあまりにも今回これ
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をやってこなかった、つくってこなかったばかりに今度新たにつくることになったときに

これからの課題はいろいろ出てくるのではないかなと反対にあると思うのです。そこの中

でやはり何点か出たのですけども今回これどこかの業者さんに頼むのですよね。調査依頼

をかけていると思うのです。ですから、まずその調査をした段階でその報告が出た段階で、

町のほうで１回議会のほうにもこういうような形で評価でましたよという形で説明とかま

たそのときにこれに対してどんな考え方を持っているかということを一度ゆっくり懇談で

きる機会が必要かなと思っています。そのときにはほかの委員からもありましたけれども。

理事者の方のほうもきちっとした考え方を示していただければありがたいかなと。なぜか

というと、委員の中の方たちが言っているのは具体的というわけではないけれどもそうい

うような目標、私たちがまちとしてこういうことをやりたいのだというものがやっぱり理

事者の口から出て、それに向かっていくべき大きな計画だろうなというふうに委員会が思

っているからと思うのです。そこをまず中２点目理解していただきたいなと思います。広

地副委員長からもちょっとありましたけども、これ最終目標は当然もうけて何ぼ。若い人

雇ってもらって何ぼの世界だと思うのです。それを達成するための１つの形として金融機

関の視点というのが今までなかったのではないかなと思っているのです。白老町に指定金

融機関もありますけれども、日本投資銀行とか今いろいろありますけれども、そういうと

ころと一緒に組んでやる専門的知識それが足りないから今までいろんな計画が頓挫してき

ているのではないかなと思うのです。そこのところが必要かなと、最後になりますけども

この計画依頼しているところ。今までいろいろ調査してきてこの調査によってとか成功し

ているのでしょうか。もしあったらその調査例もそのときにもしお示しいただけるとあり

がたいかなと思うのですけど以上４点いかがでしょうか。本間営業戦略担当課長。 

○産業経済課商工労働観光・営業戦略担当課長（本間 力君） まずコンサル業務受託者

のほうでございますが、26 年５月 27 日付けで指名競争入札におきまして株式会社エイト

日本技術開発札幌支店というところで建設コンサルタントなのですが、こちらで落札して

おります。こちらに関しましては、各種建設コンサルタントで近いところできますと道内

の道の駅の再編を行ってプロポーザルで実績があるところとか、またはその商業スペース

のそういった再編等を行って実績ございますので、ちょっとそこを次回の段階できちっと

お示ししていきたいと思います。金融機関との連携でございますが、委員長おっしゃると

おりでして特に金融機関でいきますと中小企業診断士を抱えている銀行さん多くございま

す。それで一つ一つの民間でモデルケースとしましてはこの事業計画、特にキャッシュ・

フローなんかも行政が見るまた事業者が独断で判断して５年後 10 年後続くかどうかって

いうそのレベル的な諮りごとというのは専門家が見ていかなければいけないということで

そこは想定しながら動いています。地元銀行さんとも今特にアグリビジネスという視点で

町内にそういった組み立てができるかどうかというところで独自のファンド事業を用いて

いるところもありまして、まだ具体的ではないのですが行政と金融機関のほうで具体的に
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事業者がターゲットなり得るのはどうだろうかという模索はすでに進んでいます。それら

そういう大きな６次産業化中でつながっていくとなればこの計画上での範囲にもつながっ

ていくのかなというとこでも考えておりますので、それらは今後とも継続してやっていき

たいなと思っております。指名のちょっと選定に関して今２つほどですが旭川市のほうで

の地域づくり推進プランの基礎調査業務というものを請け負ったりだとか先ほど言いまし

た千歳市なのですけども道の駅のリニューアルの運営企画の調査をこのエイト日本技術開

発が実績として過去に持っているということです。ほかの業者さんもそれぞれ道内でのそ

ういった建設コンサルトの実績を考慮して指名成功に至っておりますのでもうちょっと具

体的な話が詳細を確認できれば次回にお示ししていきたいと思います。計画のほうで冒頭

説明させていただきましたがリーディングプロジェクトの立案ということで 10 月から 12

月という今予定で組まさせていただいています。方作立案を９月 10 月ぐらいでまとめた中

で私ども課のほうで取りまとめができ次第議会とまた再度所管委員会という形がよろしい

のかまた全員協議会とかその手法はまた議会事務局とも協議させていただきまして対応さ

せていただきたいと思いますので今後ともよろしくお願いします。 

○委員長（西田 君） 以上なのですけれども、今回これ業務計画をしているというこ

とで今回所管取らせていただきましたので、当委員会としましてもこの事業が成功してほ

しいのです。道の駅いっぱいやっていますけどもみんな北海道内でほとんどもうかってい

ないのですよね。もうかる商売をやっていきたいと思っていますのでぜひ担当課も頑張っ

ていただきたいと思いますし私たち委員会としてもできる限り調査させていただきそれが

成功できるようにしたいと思っていますのでよろしくお願いしたいと思います。ほかの委

員の皆さん何かご意見ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

                                         

     ◎閉会の宣告 

 以上で本日に所管事務調査を終わらせていただきます。本日はある

がとうございました。 

（午後 ２時３１分） 


